
 

 

 

 

Ａ    

Ｈ

　点と直線の距離の公式は，非常に便利でよく使う公式である。しかし，そのまま公式を求めようと

すると，文字が多く煩雑で計算力を必要とする。以下に，公式の証明をいくつか紹介する。

問題　点Ａ    と直線：との距離を求めよ。



　　点Ａを通り，直線に垂直な直線は，      

　　２直線の交点Ｈを計算すると，

　　　　
   

 
　，

   

 

　　よって，２点間の距離の２乗は，

　　　　   
    

   

　　　　　


 
   

 




 
   

 

　　　　　


   

 

　　　　
  

  

　補足①）直線：      のように直線：を変形すると

　　直線：         

　　この２直線の式を，  と  の連立方程式とみると，

　　　　  
   

 
　，  

   

 

　　となり，   
    

    を計算すると公式を導くことができる。

　補足②）点Ａが原点Ｏと重なるように全体を平行移動させると，直線は、

　　直線 ：      

　　となる。原点を通り，直線 に垂直な直線は，

　　直線：

　　この２直線を連立させて，交点を求めると

　　　　
   

 
　，

   

 

　　原点から，交点までの距離の２乗は，

　　　　     

　　となり，計算すると公式を導くことができる。

 点と直線の距離の公式の求め方 



 

 

Ａ    

Ｈ

Ａ    

Ｂ

Ｃ 



１　点Ａ    から直線：へ下した垂線の足をＨとする。

　　直線の法線ベクトルは，＝   なので，

　　　　

　　　　         

　　よって，  ， 

　　Ｈは，直線上の点なので，

　　　　      

　　　　
  

 

　　点Ａ    から直線：までの距離は

　　　　    

　　　　
  

 
･  

　　　　
  

  

２　とする。直線：と軸と軸との交点Ｂ，Ｃは、

　　　　Ｂ



Ｃ






　　よって，△ＡＢＣの面積Ｓは，

　　　　Ｓ＝

 


   


     

　　　　　




    

　　一方，△ＡＢＣの面積Ｓは，底辺をＢＣ，高さＡＨ＝とすると

　　　　Ｓ＝


･･

　　　　　


 


 






 



･

　　　　　




    ･

　　面積は等しいので，
  

  
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
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Ｈ




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【図１】

【図２】

３　点Ａ    を中心とし，半径の円周上の点Ｂは

　　　　  　， 

　　と表すことができる。点Ｂが直線：上にあるとき，

　　　　      

　　より，

　　　　     

　　　　          

　　　　            

　　  が最小になるときとなるので，     ＝

　　よって，

　　　　
  

  

４　のとき，直線：








　この直線を とする。

　　左図の場合を考える。直線と軸との交点をＤ，点Ａを通り，

　　軸に平行な直線が，直線，軸と交わる点をそれぞれＢ，Ｃ

　　とする。

　　　軸の正方向とのなす角をとすると，

　　　  

 
より，  



   

　　また，ＢＡＨＢＤＣより，ＢＡＨ＝ＢＤＣ

　　よって，図１の場合，ＡＨ＝ＡＢ

　　　　　　図２の場合，ＡＨ＝ＡＢ   

　　より，　

　　　ＡＨ＝     

　　よって，

　　　　ＡＨ＝
  

  

　　ここで，



，




を代入すると，

　　　　ＡＨ＝




 




 


 




　　　　　　＝
  

  

 

  



 

 

５　のとき，直線：






　この直線を とする。

　　直線上の点Ｂ をとり，点Ａ    との距離の最小値を求める。

　　　　ＡＢ＝ 
    

   

　　　　　　＝          
 


  

　　　　　　＝  


 
  

 



   

 
     


  

 

　　　　　　＝  


 
  

 



   

 

　　よって，ＡＢの最小値は，

　　　　
  

  

　　ここで，


，



を代入すると，

　　　　＝



 




 


 




　　　　　＝
  

  
 


